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11月11日は鮭の日
　鮭の日の11月11日、学校給食のメニューに秋サ
ケを取り入れた「鮭の日学校給食」が配食されまし
た。普代小５年生は主菜の「サケのアーモンドフラ
イ」を食べながら県北広域振興局水産部からサケの
生態などについて説明を受け、秋サケへの関心を深
めました。

・・・・・・・・・・・・・・・



3　　広報ふだい　No.630 ２０１４（H26）11月号　　2

中
野
流
鵜
鳥
七
頭
舞

  

ア
メ
リ
カ
の
地
に
舞
う

サンディエゴ湾から見たサン
ディエゴの街並み。１年で数
回しか雨の降らないサンディ
エゴ。毎日快晴でした

　

米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た

「
第
24
回
日
米
草
の
根
交
流
サ
ミ
ッ
ト
〜
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

大
会
〜
」
に
普
代
中
学
校
神
楽
同
好
会
か
ら
18
人
の
生
徒

が
参
加
し
、
９
月
23
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
の
９
日
間
で

ペ
ト
コ
パ
ー
ク
球
場
や
地
元
の
高
校
な
ど
で
中
野
流
鵜う

の

鳥と
り

七な
な

頭づ

舞ま
い

を
披
露
し
た
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
と
お

し
て
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

今
月
は
４
〜
７
㌻
で
中
学
校
神
楽
同
好
会
の
日
米
草
の

根
交
流
サ
ミ
ッ
ト
大
会
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
そ

の
前
に
同
大
会
の
歴
史
や
目
的
な
ど
に
少
し
触
れ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

○
草
の
根
交
流
サ
ミ
ッ
ト
っ
て
？

　

日
米
草
の
根
交
流
サ
ミ
ッ
ト
大
会

は
、
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人
が
国
境

や
言
葉
・
生
活
習
慣
な
ど
の
違
い
を

超
え
、
同
じ
人
間
と
し
て
互
い
に
心

を
通
わ
せ
合
い
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ

の
良
好
な
友
好
関
係
を
築
き
上
げ
る

こ
と
を
目
的
に
「
公
益
財
団
法
人

ジ
ョ
ン
万
次
郎
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル

ド
記
念
国
際
草
の
根
交
流
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）」
が
毎
年
日
本
と
ア
メ
リ

カ
で
交
互
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
平
成
４
年
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
設
立
の
き
っ
か
け

は
約
１
７
０
年
前
に
遡

さ
か
の
ぼり
ま
す
。

○
悲
運
な
遭
難
？

　
そ
れ
は
運
命
的
な
出
会
い

　
１
８
４
１
年
、５
人
の
日
本
人
漁
師

が
、
遭
難
し
て
太
平
洋
の
孤
島
に
漂

着
し
、
そ
れ
を
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船

が
救
助
。
そ
の
中
に
は
、
万
次
郎
と

い
う
14
歳
の
少
年
が
い
ま
し
た
。

　

万
次
郎
は
救
出
し
た
捕
鯨
船
の
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｈ
・
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー

ル
ド
船
長
に
世
話
を
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、
英
語
や
航
海
術
、
さ
ら
に
は

自
由
、
民
主
主
義
、
寛
容
の
精
神
な

ど
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
・
価
値
観
を

学
び
ま
し
た
。

○
引
き
継
が
れ
る
両
家
の
友
情

　

約
１
７
０
年
以
上
た
っ
た
現
代
ま

で
、
万
次
郎
と
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル

ド
船
長
の
友
情
は
、
子
孫
の
代
ま
で

引
き
継
が
れ
て
い
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
が
主

催
す
る
草
の
根
交
流
サ
ミ
ッ
ト
大
会

で
、
日
米
交
流
の
可
能
性
と
意
義
の

大
き
さ
を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
「
舞
っ
た
サ
ミ

ッ
ト
」「
学
ん
だ
サ
ミ
ッ
ト
」
の
２

つ
に
分
け
て
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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前
の
㌻
で
紹
介
し
た
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に

「
第
24
回
日
米
草
の
根
交
流
サ
ミ

ッ
ト
〜
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
大
会
〜
」

へ
招
待
さ
れ
、
参
加
し
た
普
代
中

学
校
神
楽
同
好
会
の
生
徒
た
ち
は

中
野
流
鵜
鳥
七
頭
舞
を
ペ
ト
コ
パ

ー
ク
球
場
や
サ
ン
デ
ギ
ー
ト
高
校

な
ど
で
披
露
し
ま
し
た
。

　

ペ
ト
コ
パ
ー
ク
球
場
は
地
元
の

大
リ
ー
グ
野
球
チ
ー
ム
「
パ
ド
レ

ス
」
の
本
拠
地
。
そ
の
試
合
前
の

セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
球
場
内
の
セ

ン
タ
ー
付
近
で
七
頭
舞
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
舞
う
前
は
緊
張
を

顔
に
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
堂
々

と
し
た
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。
舞

い
終
え
る
と
球
場
か
ら
拍
手
と
大

歓
声
が
沸
き
起
こ
り
「
ア
リ
ガ
ト

ウ
」
と
日
本
語
で
声
を
か
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

サ
ン
デ
ギ
ー
ト
高
校
で
は
昼
休

み
に
舞
を
披
露
。
会
場
に
は
多
く

の
高
校
生
の
姿
が
あ
り
、
舞
を
披

露
す
る
前
に
、
引
率
で
同
サ
ミ
ッ

ト
に
参
加
し
た
追お

う

手て

門も
ん

学
院
大
学

の
橋
本
裕
之
先
生
が
七
頭
舞
の
歴

史
と
現
状
を
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　

橋
本
先
生
が
「
荒
地
を
開
拓
し

た
り
、
野
生
の
動
物
を
追
い
払
っ

た
り
す
る
農
業
を
象
徴
す
る
よ
う

な
七
頭
舞
。
若
い
舞
い
手
が
伝
統

に
誇
り
を
持
ち
、
情
熱
的
に
演
じ

ま
す
。
さ
あ
鵜
鳥
七
頭
舞
で
す
」

と
話
し
、
舞
が
ス
タ
ー
ト
。
現
地

の
高
校
生
た
ち
は
興
味
深
げ
に
舞

を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
日
本
友
好
庭
園
で
行
わ

れ
た
同
大
会
の
閉
会
式
で
舞
を
披

露
。
閉
会
式
に
参
加
し
た
ク
リ
ス

ト
フ
ァ
ー
・
ス
ミ
ス
さ
ん
は
勇
壮

な
舞
を
見
て
「Excellent

（
す
ば

ら
し
い
）」と
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
伝
統
を
発
信

○
舞
っ
た
サ
ミ
ッ
ト

ペトコパーク球場に舞う生徒たちサミットの閉会式で勇壮な舞を披露 若い舞い手が誇りを持ち伝統を発信 生徒たちの舞に拍手を送る現地の高校生

ペトコパーク球場内のセンター付近で舞を披露する生徒たち。 舞う前は　緊張を顔に見せていましたが堂々とした舞を披露しました

サンデギード高校での舞。昼休みだったため、会場には多くの高校生の姿がありました

日本友好庭園でサミット最後の舞。勇壮な舞を披露しました

　神楽のことをたくさんの方々に知って

もらうことができたと思います。ペトコ

パーク球場での舞は緊張しましたが、雰

囲気の違いを楽しみながら広い球場内で

存分に舞うことができました。

「雰囲気の違い」
普代中３年

藤島 眞海さん

　自分たちで衣装や化粧をするのが１番

大変でした。ですが公演をやっていくに

つれて、着付けや化粧をするのにも慣れ

て来たし、自分の持てる力を十分に出し

て踊れたと思います。

「アメリカへ
行って」

普代中１年

上神田千尋さん

　サンデギート高校で舞った神楽は、学

生たちとの年齢も近かったことから、拍

手をとても身近に感じました。舞い終え

ると現地の生徒の皆さんに写真をもとめ

られて、とてもうれしかったです。

「ありがとう�
サンディエゴ」

普代中２年

新田 将輝くん

　ペトコパーク球場での神楽公演は、い

つもどおりに舞うことができたと思いま

す。終わった後「すごかったよ」などと

アメリカの方々に言ってもらえて、とて

もうれしかったです。

「球場での神楽」
普代中２年

太田 綾音さん
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９
日
間
行
わ
れ
た
草
の
根
交
流

サ
ミ
ッ
ト
。
神
楽
を
舞
っ
た
ほ
か

に
京
セ
ラ
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
を
訪
問
し
た

り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
り
し

て
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
で
は
日
本
人

学
生
と
の
交
流
を
し
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
「
留
学
し
た
理
由
は
？
」

「
留
学
し
て
大
変
な
こ
と
は
？
」

な
ど
と
日
本
人
学
生
の
皆
さ
ん
に

質
問
を
し
て
、
今
後
の
進
路
の
参

考
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
３
泊
４
日
行

わ
れ
ま
し
た
。
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校

の
訪
問
を
終
了
後
、
生
徒
た
ち
を

乗
せ
た
バ
ス
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
待
ち
合
わ
せ
す
る
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
駐
車
場
に
向
か
い
ま

し
た
。

　

駐
車
場
に
つ
く
と
生
徒
た
ち
を

待
つ
た
く
さ
ん
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
姿
が
あ
り
、
生
徒
た
ち
は

「
緊
張
す
る
」「
英
語
話
せ
る
か

な
ぁ
」
と
不
安
を
漏
ら
し
た
り
、

緊
張
か
ら
か
泣
き
出
し
て
し
ま
っ

た
り
す
る
生
徒
の
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な
生
徒
た
ち
を
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
快
く
笑
顔
で
受

け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

別
れ
の
際
に
は
、
別
れ
を
惜
し

み
泣
き
出
す
生
徒
も
見
ら
れ
「
帰

り
た
く
な
い
」「
こ
れ
か
ら
も
交

流
を
続
け
て
行
き
た
い
」
と
涙
な

が
ら
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
草
の
根
交

流
サ
ミ
ッ
ト
は
一
生
の
思
い
出
、

貴
重
な
体
験
と
な
り
、
９
日
間
の

経
験
を
今
後
の
生
活
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
招
待
は
、

東
日
本
大
震
災
後
の
日
本
の
復
興

支
援
か
ら
生
ま
れ
た
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
と

「
一
般
社
団
法
人
東
京
倶
楽
部
」

か
ら
の
助
成
金
を
い
た
だ
き
実
現

し
ま
し
た
。

　ホストファミリーとの別れに涙し「帰

りたくない」とさえ思いました。終わっ

てしまったけれど、またアメリカに行き

たいという気持ちが強くなったので、こ

れからの進路にも変化がありそうです。

「また行きたいと
思えた」

普代中３年

太田 美里さん

　アメリカに向かうバスの中、新幹線、

飛行機と常にワクワクしていました。海

の船艦を見たり、船に乗ったり、高校、

大学に行ったりと盛りだくさんの旅でし

た。

「我々の旅」
普代中２年

太田　 慎くん

　サンデギート高校では、日本語を習っ

ている生徒の皆さんと楽しく会話するこ

とができました。大学では校内の案内を

してもらい、留学生の人たちと交流をし

て今後の進路などの参考になりました。

「たくさんの人と
交流して」

普代中１年

柾谷 美麗さん

　このサミットは初めてのことばかりで

したが、慣れていくうちに、たくさんの

人と話をしたり、交流することができた

ので良かったです。今後の学校生活に生

かしていきたいです。

「アメリカ公演を
通して」

普代中２年

谷地 真鈴さん

９月23日、多くの保護者や村関係者に見送られ普代村役場を出発しました

10月１日、多くの保護者に迎えられ普代村に帰郷しました

ホストファミリーと初の対面 生徒は１〜３人でホームステイ　 　

現地の生徒と交流し貴重な体験をしました

サンデギート高校の生徒と記念撮影

船にある博物館を見学

生徒たちは日本人学生の話に聞き入っていました

サンディエゴ校の学生と記念撮影

　　ガス社で再生可能エネルギーなどを学びます

宿泊先からのサンディエゴの夜景サンディエゴ校を見学する生徒たち

船に乗り洋上教育プログラム

ホストファミリーとディナー後に記念撮影

レストランでランチをする生徒たち 海をバックにホストファミリーと

ア
メ
リ
カ
の
人
た
ち
と
交
流

○
学
ん
だ
サ
ミ
ッ
ト
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平
成
26
年
度
普
代
村
文
化
祭
が

11
月
２
、３
日
の
両
日
、
村
社
会

体
育
館
で
開
か
れ
、
村
の
各
芸
術

団
体
や
個
人
が
丹
精
を
込
め
て
作

っ
た
作
品
な
ど
の
展
示
や
ス
テ
ー

ジ
発
表
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
自
然

休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場

で
村
内
各
商
店
の
出
店
や
軽
ト
ラ

市
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
賑
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
に
は
、

鵜う
の

鳥と
り

神
楽
や
ふ
だ
い
荒
磯
太
鼓
が

出
演
し
、
普
代
村
の
伝
統
芸
能
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
今
年
の
文
化
祭
の

目
玉
コ
ー
ナ
ー
、
餅
つ
き

体
験
が
行
わ
れ
、
親
子
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
な
ど

約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

「
ヨ
イ
シ
ョ
ー
�
」
と
言

う
掛
け
声
に
合
わ
せ
、
重

い
き
ね
を
大
人
の
協
力
で

精
一
杯
振
り
降
ろ
し
、
力

い
っ
ぱ
い
餅
を
つ
い
て
い

ま
し
た
。

　

つ
い
た
餅
は
来
場
者
に

振
る
舞
わ
れ
、
み
な
さ
ん

は
ひ
と
あ
し
早
い
お
正
月

を
先
取
り
し
て
い
ま
し

た
。

平
成
26
年
度
村
文
化
祭

　

丹
精
込
め
た
作
品
が
ず
ら
り

社会体育館の展示コーナーには多種多様な作品が並びました

い
さ
つ
し
、
２
人
に
表
彰
状
と
記

念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
同
会
場
で
平
成
26
年
度

の
村
納
税
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
納
税
業
務
の
推
進
に
功
績
の

あ
っ
た
４
人
が
村
納
貯
連
会
長
感

謝
状
を
受
け
た
ほ
か
、中
学
生「
税

に
つ
い
て
の
作
文
」
の
入
賞
者
６

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
勢
功
労
者
の
主
な
功
績
、
納

税
功
労
者
と
税
に
つ
い
て
の
作
文

で
表
彰
さ
れ
た
人
は
次
の
と
お
り

で
す
。　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

　

◇
功
績
▽
太
田
岩
蔵（
交
通
安
全

部
門
）…
31
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

久
慈
地
区
交
通
安
全
協
会
普
代
分

会
役
員
、
そ
の
内
18
年
は
同
分
会

長
と
し
て
交
通
事
故
の
な
い
安
全

で
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
実
現
に

村勢功労者に太田さん、下道さん
納税功労者、税の作文入賞者を表彰

　

平
成
26
年
度
の

村
勢
功
労
者
表
彰

式
が
11
月
２
日
、

自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
太
田
名
部
の

太
田
岩
蔵
さ
ん

（
84
）と
堀
内
の
下

道
好
行
さ
ん（
68
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

柾
屋
伸
夫
村
長

は
「
お
二
方
に
は

交
通
安
全
な
ど
の

充
実
に
多
大
な
貢

献
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
改
め
て
敬

意
と
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
」
と
あ

貢
献
▽
下
道
好
行
（
地
域
安
全
部

門
）…
35
年
の
長
き
に
わ
た
り
村
防

犯
隊
員
と
地
域
安
全
指
導
隊
員
と

し
て
地
域
住
民
へ
の
防
犯
意
識
の

高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
組
織
機

能
の
充
実
に
努
め
、
安
全
で
安
心

な
村
づ
く
り
構
築
に
貢
献

　

◇
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長

感
謝
状　

長
根
滋し

げ
る（

65
＝
黒
崎
納

税
貯
蓄
組
合
理
事
）
畠
山
勉（
65

＝
黒
崎
納
税
貯
蓄
組
合
理
事
）

金
子
昇（
66
＝
旭あ

さ

日ひ

区
納
税
貯
蓄

組
合
理
事
）
長
澤
邦
寿（
41
＝
旭

日
区
納
税
貯
蓄
組
合
監
事
）

　

◇
税
の
作
文
▽
最
優
秀
賞　

山

田
百も

も

華か

▽
優
秀
賞　

太
田
麗
菜　

太
田
若
那
▽
特
別
賞　

太
田
美
里

▽
入
選　

菅
野
一
平　

道
上
夢
子

（
入
賞
者
は
全
て
普
代
中
３
年
）

「ヨイショ、ヨイショ」

「税の作文コンクール」で表彰された皆さん。前列
左から道上さん、太田（美）さん、太田（麗）さん、山
田さん、太田（若）さん、菅野君

村勢功労者で表彰された２人。前列左２番目から太
田さん、下道さん

納税功労者で表彰された皆さん。前列左から長根さ
ん、畠山さん、金子さん、長澤さん

大会では始めに交通犠牲者への黙とうが行われました

　

第
33
回
村
交
通
安
全
村
民
大
会

が
11
月
２
日
、
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
交
通
安
全

協
会
や
シ
ル
バ
ー
部
会
、
交
通
安

全
母
の
会
な
ど
の
関
係
者
約
１
０

０
人
が
参
加
し
、
飲
酒
運
転
の
撲

滅
な
ど
を
誓
い
合
い
、
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
黙
と
う
で
交
通
犠
牲

者
に
対
す
る
祈
り
を
さ
さ
げ
た
後
、

普
代
小
学
校
６
年
の
道
下
香か

凛り
ん

さ

ん
が
県
交
通
安
全
憲
章
を
朗
読
し

ま
し
た
。

　

ま
た
「
管
内
の
交
通
事
情
と
飲

酒
運
転
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

話
が
久
慈
警
察
署
の
千
葉
榮
二
交

通
課
長
を
講
師
に
行
わ
れ
、
管
内

の
交
通
事
故
と
飲
酒
運
転
の
状
況

を
話
し
、
飲
酒
運
転
の
撲
滅
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
交
通

安
全
母
の
会
の

長
澤
美
樹
会
長

が
力
強
く
決
意

表
明
を
し
ま
し

た
。

　

大
会
の
中
で

は
第
31
回
村
交

通
安
全
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
も
行

わ
れ
、
入
賞
者

10
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
入

賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　

◇
小
学
校
低

学
年
の
部
▽
最

優
秀
賞　

長
谷

蓮
太
（
普
代
小

３
年
）
▽
優
秀

参加者の皆さんは道下さんと県交通安全憲章を読み上げ、心に刻んでいました

賞　

金
子
恵
美（
同
）
太
田
ひ
な

（
同
）▽
佳
作　

正
路
潤
之
介（
同
）

中
田
愛あ

里り

紗さ
（
同
）

　

◇
小
学
校
高
学
年
の
部
▽
最
優

秀
賞　

道
下
香
凜（
普
代
小
６
年
）

▽
優
秀
賞　

大
上
詩し

代よ
り（

同
）　

太

田
寧
音（
同
）
▽
佳
作　

太
田
葉

月（
同
）
野
田
口
和
奏（
同
）

　

※
普
代
小
の
太
田
ひ
な
さ
ん
は

表
彰
式
に
は
欠
席
し
て
い
ま
す
。

低学年の部最優秀賞で表彰を受ける長谷君

飲酒運転の撲滅などを誓う
交通安全ポスターコンクールの表彰も

33回交通安全村民大会

れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
役
場
で
行
わ
れ
、
同

協
議
会
事
務
局
の
中
野
俊
也
次
長

が
柾
屋
村
長
に
表
彰
状
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

柾
屋
村
長
は
「
こ
の
表
彰
状

を
新
た
な
力
に
し
、
今
後
も
交

通
死
亡
事
故
防
止
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
」
と
話
し
、
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

村
は
今
年
２
月
５
日
に
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
２
年
間
を
達
成
。

こ
の
ま
ま
い
け
ば
来
年
の
２
月

５
日
に
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３

年
間
を
達
成
し
ま
す
。
ま
た
村

で
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
最
長

記
録
は
平
成
５
年
12
月
に
達
成

し
た
７
年
２
カ
月
で
す
。

　

村
は
10
月
31
日
で
交
通
死
亡
事

故
者
ゼ
ロ
、
１
０
０
０
日
を
達
成

し
、
11
月
５
日
に
県
交
通
安
全
対

策
協
議
会
か
ら
表
彰
状
が
贈
呈
さ

県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
が
村
に
表
彰
状

　

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
、１
０
０
０
日
を
達
成

中野次長から柾屋村長に表彰状が手渡されました
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第
11
回
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ

ォ
ー
ラ
ム
in
い
わ
て
が
10
月
24
日

か
ら
26
日
ま
で
の

３
日
間
、
久
慈
市

を
中
心
と
し
た
北

い
わ
て
地
域
で
開

か
れ
、
普
代
村
の

「
漁
師
の
暮
ら
し

体
験
ツ
ア
ー
」
の

参
加
者
は
普
代
村

の
貴
重
な
歴
史
や

文
化
、
伝
統
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
の
一
行

は
１
日
目
に
鵜う

の

鳥と
り

神
社
を
訪
れ
、
卯う

子ね

酉と
り

山さ
ん

に
登
山
し
本
殿
で
参
拝
。

下
山
後
は
県
指
定
無
形
民
俗
文
化

関係者による鍬入れの儀が行われました●
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
表
彰

　
◇
小
学
校
図
画
の
部
▽
最
優
秀

賞
…
熊
谷
心こ

こ

愛あ
（
普
代
小
２
年
）
▽

優
秀
賞
…
野
田
口
太た

い

希き（
同
）
佐
藤

璃り

来く（
同
）
▽
佳
作
…
坂
上
隼
大（
同
）

片
座
早さ

彩や

（
同
）
松
葉
希い

ち

果か

（
同
）

　

◇
同
ポ
ス
タ
ー
の
部
▽
最
優
秀

賞
…
深
渡
晃
太
（
普
代
小
５
年
）

▽
優
秀
賞
…
菅
野
凛
（
同
）
金
子

瞳
（
同
）
▽
佳
作
…
鎌
倉
蓮
（
同
）

及
川
翔
（
同
）
松
頭
薫ゆ

き

乃の

（
同
）

　

◇
中
学
校
ポ
ス
タ
ー
の
部
▽
最

優
秀
賞
…
中
村
泉（
普
代
中
１
年
）

▽
優
秀
賞
…
上
方
こ
も
も
（
同
）

上
神
田
千
尋
（
同
）
▽
佳
作
…
赤

坂
旺
一
郎
（
同
）
石
川
大
地
（
同
）

赤
坂
玲
美
（
同
）

徒
63
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

む
し
歯
ゼ
ロ
で
９
年
連
続
表
彰

を
受
け
た
普
代
中
３
年
の
下
道
樹

里
さ
ん
は
「
今
ま
で
む
し
歯
が
な

く
食
べ
物
を
食
べ
ら
れ
て
い
た
の

は
歯
磨
き
を
習
慣
づ
け
て
く
れ
た

家
族
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
歯
磨
き
を
怠
ら
ず
、
む
し
歯
を

作
ら
な
い
よ
う
に
努
力
し
ま
す
」

と
力
強
く
決
意
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
宮
古
市
医
師
会
の
理
事

を
務
め
る
内
田
瑛
子
さ
ん
が
「
脳

と
心
を
育
て
る
、自
分
で
育
て
る
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

内
田
さ
ん
は
脳
と
心
を
育
て
る
方

法
と
し
て
①
脳（
心
）を
使
う
②
栄

養
を
と
る
③
睡
眠
・
休
憩
が
大
事

　

子
ど
も
達
の
健

や
か
な
成
長
を
願

い
、
第
24
回
学
校

保
健
大
会
が
11
月

15
日
、
普
代
小
学

校
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
児
童

生
徒
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
関

係
者
な
ど
約
１
０

０
人
が
参
加
。

「
歯
・
口
腔
の
健

康
」
に
関
す
る
図

画
・
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
者

18
人
と
「
む
し
歯

ゼ
ロ
」
の
児
童
生

24回学校保健大会で表彰や講演
むし歯ゼロで児童生徒63人が表彰

脳について話す内田さん

と
児
童
生
徒
に
説
明
し
、
自
分
で

考
え
実
行
で
き
る
よ
う
に
脳
を
育

て
て
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

で
表
彰
さ
れ
た
児
童
生
徒
は
次
の

と
お
り
で
す
。　
　

 　
（
敬
称
略
）

むし歯ゼロ表彰を受ける児童たち
　村民の皆さんから意見や要望などをお聴きし、今後の
村づくりへ反映させることを目的に平成26年度普代村村
政懇談会が10月14日から11月５日まで、村内11会場で開
かれました。懇談会では柾屋村長と三船雄三教育長が村
の近況報告や小中一貫校の進歩状況について話し、太田
敏光副村長の進行で前年度要望事項への対応状況などが
説明された後、各地区ならではの要望や活発な意見交換
が行われました。
　各地区から出された要望などを１つずつ抜粋して、次
のとおりお知らせします。

○黒崎地区（参加者19人）
　人口減少について村に頼るだけでなく、地域からも

元気を発信して行きたいので、村からの活動助成を
○力持地区（参加者６人）
　力持漁港にトイレの設置を
○鳥居地区（参加者11人）
　集落内の歩道や道路の補修を
○沢向地区（参加者12人）
　新しくできた避難路が急。手すりを付けるなど対応を
○白井地区（参加者13人）
　白井漁港の消波ブロックを増やしてほしい
○萩牛地区（参加者７人）
　福祉懇談会的なものを開催してみては
○普代地区（参加者19人）
　村内の防犯灯のLED化、または、太陽光エネルギー

活用を提案する
○芦渡地区（参加者２人）
　ゴミ収集日を守らない人がいる。年に何回か周知を
○太田名部地区（参加者17人）
　加工用水整備に感謝する。将来的に普代ダムの水を

利用できれば
○堀内机地区（参加者９人）
　除雪でダンプ車が来ているが配車替えをお願いする
○堀内地区（参加者13人）
　避難路整備に併せ、避難誘導灯の設置を

　以上、各地区からの要望などを抜粋してお知らせしま
した。今回懇談会で出された111項目の要望などは各
担当課で優先順位などを考慮し対応していきます。

財
の
鵜
鳥
神
楽
を
鑑
賞
し
た
り
、

普
代
水
門
を
見
学
し
た
り
し
ま
し

た
。
夜
は
普
代
の
漁
師
と
地
元
の

食
材
を
囲
み
な
が
ら
夕
食
交
流
会

を
し
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
船
で
太
田
名
部
漁
港

を
朝
４
時
に
出
発
し
、
船
上
か
ら

サ
ケ
漁
を
見
学
。
参
加
者
は
寒
さ

に
凍
え
な
が
ら
も
、
普
代
漁
師
の

働
き
ぶ
り
を
目
に
焼
き
付
け
て
い

ま
し
た
。

　

全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
「
体
験
交
流
で
日
本
に
『
心

の
豊
か
さ
』
を
取
り
戻
そ
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
毎
年
日
本
各
地
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

ほんもの体験フォーラムinいわて
普代の漁師と親睦深める

参加者の皆さんは鵜鳥神楽にくぎ付けになっていました

工
事
の
安
全
を
祈
念
し
た
祈
願
祭

　
柏
木
平
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
着
手

　

三
陸
沿
岸
道
路
「
尾
肝
要
普
代

道
路
」
の
柏
木
平
ト
ン
ネ
ル
工
事

に
着
手
す
る
に
あ
た
り
、
工
事
の

安
全
を
祈
念
し
、
安
全
祈
願
祭
が

10
月
16
日
に
行
わ
れ
、
施
工
会
社

の
青
木
あ
す
な
ろ
建
設
株
式
会
社

東
北
支
店
や
来
賓
、
関
係
者
な
ど

約
70
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
柾
屋
村
長
は
「
本
工
事
の

着
手
は
村
民
の
皆
様
に
、
水
産
輸

送
の
円
滑
化
や
観
光
ル
ー
ト
の
拡

大
、
地
域
防
災
力
の
強
化
が
図
ら

れ
る
日
が
近
づ
い
た
こ
と
を
、
明

確
な
実
感
と
し
て
受
け
止
め
て
い

た
だ
け
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

尾
肝
要
普
代
道
路
は
、
田
野
畑

村
尾
肝
要
か
ら
普
代
村
第
11
地
割

を
結
ぶ
約
８
㎞
の
自
動
車
専
用
道

路
で
、
既
に
開
通
し
て
い
る
尾
肝

要
道
路
と
普
代
道
路
を
つ
な
ぐ
重

要
な
路
線
で
す
。

　

所
要
時
間
の
短
縮
で
、
救
援
物

資
の
輸
送
拠
点
の
久
慈
港
と
宮
古

市
間
の
ア
ク
セ
ス
性
向
上
、
救
急

医
療
施
設
へ
の
速
達
性
向
上
な
ど

の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

10/14〜11/5で村政懇談会を開催
128人の参加者と111項目の要望など

10月29日には普代地区村政懇談会が役場で開かれました

　

首
都
圏
の
村
出
身
者
で
組
織
す

る
ふ
る
さ
と
普
代
会
（
中
野
健
治

会
長
、
会
員
１
８
８
人
）
の
「
第

26
回
ふ
る
さ
と
普
代
会
の
集
い
」

が
10
月
26
日
、
東
京
都
の
東
京
ガ

ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
行
わ
れ
、
会
員

や
柾
屋
伸
夫
村
長
を
始
め
と
し
た

来
賓
を
合
わ
せ
た
約
70
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
中
野
会
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
柾
屋
村
長
が
村
の
近

況
報
告
を
し
ま
し
た
。
議
事
で
は

平
成
25
年
度
の
決
算
報
告
、
平
成

26
回
ふ
る
さ
と
普
代
会
の
集
い

　
年
に
一
度
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す

26
年
度
の
収
支
予
算
案
が
事

務
局
か
ら
出
さ
れ
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
会
員
の
人
た

ち
が
民
謡
を
披
露
し
た
り
、

村
観
光
大
使
で
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
宇
佐
元
恭

一
さ
ん
が
宮
澤
賢
治
の
詩
の

代
表
作
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」

に
メ
ロ
デ
ィ
を
付
け
た
歌
を

歌
い
上
げ
た
り
と
、
会
場
を

沸
か
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
毎
年
恒
例
の
普

代
中
学
校
校
歌
を
合
唱
。
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
年
に
一
度

の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
募
ら

せ
て
い
ま
し
た
。

会場となった東京ガーデンパレス

普代中学校の校歌を合唱しました



■ みんなのひろば■ みんなのひろば
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『
仕
事
に
バ
ン
ド
、頑
張
っ
て
ま
す
』

　太平洋をバックに中村さん。夢は日本武道

館でライブをすることです。

　友達の友達は…みんな友達。そんな思いを
込めて自分の友人知人をリレーで紹介するマ
イフレンドコーナー。今月は芦渡の中村耕平
さん (23) です。

マイフレンド  Vol.77M Y
F R I E N D

　
熊
谷
観
光
で
３
年
前
か
ら
働
い

て
い
る
中
村
耕
平
さ
ん
。
車
が
好

き
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
職

場
で
働
き
始
め
た
そ
う
で
す
。

　「
給
油
に
来
る
お
客
さ
ん
と
車

の
話
が
で
き
た
り
す
る
の
で
自
分

に
合
っ
た
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
」

と
中
村
さ
ん
。「
給
油
の
ほ
か
に
軽

油
や
灯
油
の
配
達
も
し
て
い
る
ん

で
す
が
、
時
期
的
に
最
近
忙
し
く

な
っ
て
き
た
の
で
、
気
合
を
入
れ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
仕
事
に

つ
い
て
話
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
村
さ
ん
が
仕
事
と
同

じ
く
ら
い
力
を
入
れ
て
い
る
の
が

バ
ン
ド
活
動
。

　
中
村
さ
ん
は
「
中
学
２
年
生
の

こ
ろ
か
ら
ギ
タ
ー
が
好
き
で
弾
い

て
い
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
仲
間
を
集
め
バ
ン
ド
を
結
成

し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
自
分
を

入
れ
た
４
人
で
久
慈
地
域
の
人
た

ち
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　「
練
習
も
週
に
１
度
集
ま
っ
て
し

て
い
ま
す
。
バ
ン
ド
名
は

『E

オ

イ

ラ

ー

ズ

ule
r's I

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

d
e

n
tity

』
で
す
。
今

度
Ｃ
Ｄ
も
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
ぜ
ひ
聞
い
て
み
て
く
だ

さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　「
仕
事
に
バ
ン
ド
、ど
ち
ら
も
怠

ら
ず
精
力
的
に
頑
張
り
ま
す
。
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
�
」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

…
… 

Ｑ
＆
Ａ
…
…

―
休
み
の
日
は
。

　
バ
ン
ド
関
係
の
作
業
を
し
て
い

ま
す
。
好
き
で
す
の
で
苦
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

―
時
間
と
お
金
が
あ
っ
た
ら
し
て

み
た
い
こ
と
は
。

　
今
の
メ
ン
バ
ー
で
東
京
ラ
イ
ブ

を
し
た
い
で
す
ね
。

―
村
へ
一
言
。

　「E
u

le
r's Id

e
n

tity

」
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
日
本
武
道

館
で
ラ
イ
ブ
を
で
き
る
く
ら
い
有

名
に
な
り
ま
す
。

図
書
室 

へ 

行
こ
う
!

★
開
室
時
間
…�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

★
休
室
日
…�

毎
週
月
曜
日

★
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
…�

36
ー
１
０
４
４

『いのちをいただく』
内田　美智子

　坂本さんの仕事は、牛を
殺してお肉にすること。坂
本さんは仕事がいやです
が、子どものしのぶくんに

「お父さんの仕事はすごか
とやね」と言われて…。

講談社
『ごろごろにゃーん』

長　新太

　ごろごろいうのは、ひこ
うき。にゃーんにゃーんな
くのは、ねこ。ふたつあわ
せて「ごろごろにゃーん」。
ねこをのせたひこうきはど
こまでいくのでしょう？

福音館書店

本はともだち

『アンパンマンの遺書』
やなせ　たかし

　アンパンマンは人の心の
１番やわらかい片隅から飛
び立つ。焼け跡からの出発、
無名時代、そしてアンパン
マン。作者が自身の人生を
語る。

岩波書店

◆小〜一般向け

◆一般向け ◆幼児向け

この日はスクールバス「しお風」のタイ
ヤ交換。皆さん、タイヤ交換はお済みに
なりましたか？

　　 　

「タイヤの履き替えお済ですか？」
ナガサワ自動車整備工場

５人の従業員が日々、自動車整備に汗を流しています

を
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
普
代
の

よ
う
な
車
が
必
要
不
可
欠
な
地
域

で
は
５
千
㌔
で
の
交
換
を
進
め
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
例
年
よ
り
早
く
、
冬
タ
イ

ヤ
へ
の
履
き
替
え
が
増
え
て
き
ま

し
た
と
長
澤
さ
ん
。「
冬
タ
イ
ヤ

へ
の
履
き
替
え
は
、『
雪
が
降
っ

た
時
に
済
ん
で
い
れ
ば
い
い
』
と

思
う
人
が
多
く
い
る
よ
う
で
す

が
、
雪
道
を
走
る
前
に
普
通
の
道

路
で
少
し
走
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
早
い
タ
イ
ヤ
交
換
が
必
要

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
冬
道
の
運
転
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

聞
く
と
「
急
」
の
付
く
運
転
（
急

ブ
レ
ー
キ
、
急
発
進
、
急
ハ
ン
ド

ル
な
ど
）
は
避
け
る
よ
う
に
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
旭あ

さ

日ひ

区
の
「
ナ
ガ
サ
ワ
自
動
車

整
備
工
場
」。
こ
こ
で
は
５
人
の

従
業
員
が
自
動
車
法
定
検
査
や
定

期
点
検
な
ど
の
自
動
車
整
備
に

日
々
、
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
社
長
の
長
澤
邦
寿
さ
ん
は
「
愛

車
に
長
く
乗
る
た
め
に
オ
イ
ル
交

換
を
進
め
て
い
ま
す
。
メ
ー
カ
ー

で
は
１
〜
１
・
５
万
㌔
で
の
交
換

330

■ナガサワ自動車整備工場
☆定 休 日：日・祝日、第２・４土
　　　　　　曜日
☆営業時間：８：30〜17：30
☆場　　所：〒028−8331
　　　　　　�岩手県下閉伊郡普代村
　　　　　　14−27−３
☆問い合わせ：☎ 35−2216
　　　　　　FAX 35−2712　　　　　　

45

44

ららちゃん（左）とゆうたくん
（はまゆり子ども園さくら組）

　おおたららちゃん（太田らら、５歳）
から父・宏文さん、母・美紀子さんへ

　おかあさんはいつもおいしいカレーと
かをつくってくれるんだよ。おしごとた
いへんなのにおりょうりとかおせんたく
とかがんばってるよね。こんどいっしょ
にかくれんぼしようね。
　おとうさんはひこうきとかかたぐるま
とかしてくれてちからもち！ いつもい
っしょにおにごっことかかくれんぼして
くれるからだいすき。こんどまたからあ
げいっしょにつくろうね！

　まえかわゆうたくん（前川悠太、５歳）
から父・成行さん、母・江利子さんへ

　ぼくはママがつくってくれるチャーハ
ンがだいすきなんだよ！ あさおりょう
りして、せんたくしてからおしごとにい
って、いつもたいへんなのにがんばって
いるんだよ。
　パパはぼくがおきるまえにおしごとに
いってよるにかえってくるんだ。おやす
みのひはぼくとおねえちゃんとなにかつ
くったりしてれるんだよ！ パパといっ
しょにＤＶＤみるのもすきだよ！

★
ナガサワ自動車
整備工場
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こ
の
ほ
ど
、
は
ま
ゆ
り
子
ど
も

園
で
は
既
存
の
園
庭
に
加
え
、
新

し
い
園
庭
を
整
備
し
ま
し
た
。
広

さ
は
約
１
５
５
０
平
方
㍍
で
す
。

　
整
備
さ
れ
た
園
庭
は
、
子
ど
も

園
の
閉
館
日
（
日
曜
・
祝
日
な
ど
）

に
一
般
開
放
し
ま
す
。
入
口
は
上

写
真
の
赤
丸
で
す
。

　
子
ど
も
園
の
園
庭
な
の
で
、激
し

い
運
動
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
一
般
開
放
す
る
の
は
整
備
し
た

園
庭
だ
け
な
の
で
、既
存
の
園
庭
は

立
ち
入
り
禁
止
で
す
。
使
用
中
に

発
生
し
た
事
故
な
ど
は
各
々
の
責

任
で
対
応
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
使
用
中
に
施
設
を
破
損
し
た
場

合
に
は
、
普
代
村
教
育
委
員
会
事

務
局
（
☎
35
─
２
７
１
１
）
に

ご
報
告
く
だ
さ
い
。

滝澤啓
ひびき

光くん
（久慈市・３歳）

ド
ラ
え
も
ん
上
手
に
描
け
た
ね
�
○広  

滝澤光
きらら

来ちゃん
（久慈市・５歳）

ぶ
ど
う
に
り
ん
ご
に
な
し
。
美
味
し
そ

う
な
果
物
が
い
っ
ぱ
い
○広  

赤坂菊乃さん
（白井・９歳）

秋
っ
て
感
じ
が
す
る
ね
�
○広  

佐々木優花里さん
（田野畑村・７歳）

ジ
バ
ニ
ャ
ン
に
ア
ン
パ
ン
マ
ン
上
手
に

描
け
た
ね
�
○広  

山下陽花さん
（野田村・７歳）

大
正
解
だ
ニ
ャ
�
○広  

畠山雄介くん
（黒崎・５歳）

大
正
解
�
お
め
で
と
�
○広  

齋藤千穂ちゃん
（芦渡・５歳）

「
り
ょ
う
せ
い
く
ん
へ
」
の
文
字
上
手
に
描

け
た
ね
。
い
つ
も
応
募
あ
り
が
と
う
�
○広  

声 

お便り 

み
ん
な 

イ
ラ
ス
ト の イ ラ ス ト 展 

　
11
月
７
日
、「
カ
レ
イ
の
よ
う
な

ヒ
ラ
メ
が
い
だ
が
き
て
み
で
�
」

と
の
連
絡
が
入
り
、
見
つ
け
た
と

カ
ネ
シ
メ
水
産
で
発
見
�

　
カ
レ
イ
と
同
じ
方
を
向
く
ヒ
ラ
メ

カレイと同じ方を向くヒラメ（写真中央）

　
第
21
回
北
緯
40
度
は
ま
ゆ
り
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
11
月
９
日
に
行
わ

れ
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
約
１

４
０
人
の
参
加
者
が
健
脚
を
競
い

あ
い
ま
し
た
。

　
親
子
の
部
、小
学
校
低
学
年
・
高

学
年
男
女
、
中
学
生
男
女
、
高
校

生
以
上
一
般
の
部
の
計
９
部
門
に

分
か
れ
て
行
わ
れ
た
同
大
会
。
参

加
者
が
元
気
に
ス
タ
ー
ト
地
点
の

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
前
の

道
路
を
ス
タ
ー
ト
す
る
と
沿
道
の

21
回
は
ま
ゆ
り
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
健
脚
を
競
い
あ
う

観
客
ら
は
「
頑
張
れ
ー
�
」
と
声

援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
親
子
の
部
で
は
矢
巾

町
か
ら
参
加
し
た
野の

月つ
き

平
た
い
ら

統と
う

士じ

く
ん
、
淳
さ
ん

親
子
が
同
部
の
大
会
記

録
で
あ
る
、
赤
坂
祥よ

し

基き

く
ん
、
誠
さ
ん
親
子
の

４
分
10
秒
を
破
り
、
３

分
51
秒
と
い
う
大
会
新

記
録
を
打
ち
立
て
て

ゴ
ー
ル
。

　
統
士
く
ん
は
「
自
分

の
力
を
出
し
切
り
、
１

位
を
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
来
年
も
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

一斉にスタートする親子の部と小学校低学年の部

青空の下、新しい園庭を走り回る園児たち

子ども園の園庭が完成
閉館日は一般開放します�

　

　次の２つの問題を読み、３つの答えの中から
正しいものを選び、はがきで応募してくださ
い。①は９㌻から、②は11㌻からの出題です。

　①村では10月31日に交通死亡事故ゼロ、
何日を達成したでしょう？

　Ａ　１００日

　Ｂ　５００日

　Ｃ　１０００日

　②10月14日から11月５日まで村内各地で
村政懇がありました。いくつの要望をいただ
いたでしょう？

　Ａ　１１　

　Ｂ　１１１

　Ｃ　１１１１　

【応募方法】

　はがきに答え、郵便番号、住所（地区名）、

氏名、年齢、性別、世帯主の名前、電話番号

を書いて応募してください。正解者の中から

抽選で５人に図書カードをプレゼントします。

　はがきに広報ふだいの感想、ご意見、イラ

ストなど書いてください。紙上で紹介します。

お待ちしています。

　あて先…〒 028−8392

　　　　　普代村９−13−２

　　　　　普代村役場　広報クイズ係

　締め切り…12月８日( 月 )　当日消印有効

　10月号の答え…①−C　②−B

　応募総数…７通で７人が正解でした。抽選

の結果、次の５人に図書カードをお送りしま

す。おめでとうございます。

　当選者…①赤坂菊乃さん（白井・９歳）②

佐々木優花里さん（田野畑村・７歳）③山下

陽花さん（野田村・７歳）④畠山雄介くん（黒

崎・５歳）⑤齋藤千穂ちゃん（芦渡・５歳）

広報クイズ

い
う
黒
崎
の
カ
ネ
シ
メ
水
産
に
向

か
い
ま
し
た
。

　「
こ
れ
だ
」と
見
せ
て
く
れ
た
の

は
ヒ
ラ
メ
？
カ
レ
イ
？
広
報
係
も

ぱ
っ
と
見
て
分
か
ら
ず
、
カ
レ
イ

と
ヒ
ラ
メ
を
並
べ
て
も
ら
う
と
一

目
瞭
然
。
カ
レ
イ
と
ヒ
ラ
メ
が
同

じ
方
を
向
い
て
い
ま
す
。

　
カ
ネ
シ
メ
水
産
の
鮮
魚
担
当
、

金
子
太
一
さ
ん
は
「
こ
の
仕
事
は

10
年
近
く
し
て
い
ま
す
が
、
逆
ヒ

ラ
メ
は
初
め
て
で
す
。
後
日
、
試

食
会
を
し
た
ん
で
す
が
、
味
は
し

っ
か
り
ヒ
ラ
メ
で
し
た
よ
（
笑
）」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

←ヒラメ

←　？

←カレイ

親子の部１位の野月平親子
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　労働者（パート・アルバイトなどを
含む）を１人でも雇っている事業主は、
労働保険（労災保険・雇用保険）に加
入する義務があります。「労働保険」
は政府が管理、運営している強制的な
保険であり、原則として労働者を１人
でも雇っていれば、事業主は労働保険
に加入しなければなりません。
　詳しくは、岩手労働局総務部労働保
険徴収室、最寄りの労働基準監督署ま
たは公共職業安定所にお問い合わせく
ださい。

　岩手県最低賃金が、時間額665円か
ら678円に改定されています。この改
定は岩手県内のパートタイマー・アル
バイトなどを含むすべての労働者に適
用されます。
　岩手県最低賃金（地域別）のほか、産
業別最低賃金が５つ設定されています。
詳細は岩手県労働局労働基準部賃金室

（☎019−604−3008）へお問い合
わせください。

　ＮＴＴ東日本では、12月中に新し
い電話帳を各家庭や事業所へお届けし
ます。お届けの際、現在お使いの電話
帳を回収します。回収された電話帳は
新しい電話帳の原材料になります。
　なおご不在などで配達員に電話帳を
渡せなかった場合、タウンページセン
タ（☎0120−506309）までご連絡
いただければ、後日、改めて回収に伺
います。

　ハウスのビニールやラップフィルム
などを野焼きや無許可で埋め立てする
ことは、法律で禁止されています。
　久慈地方農業農村活性化推進協議会
では、農業用廃プラスチックの適正処
理のため、回収事業を行っています。
回収場所など詳しくはＪＡ新岩手久慈
営農経済センター（☎0194−52−
1311）、 役 場 農 林 商 工 課（☎35−
2115）、県北広域振興局農政部（☎
0194−53−4989）へお問い合わせ
下さい。

　独立行政法人勤労者退職金共済機構
では、林業退職金共済制度（林退共）に
加入していて、まだ退職金を受け取っ
ていない人を探しています。
　以前、林業仕事をしていたが林退共
へ加入していたか分からないなどあり
ましたらお気軽にご相談ください。
▶問い合わせ先…独立行政法人勤労者
退職金共済機構林業退職金共済事業本
部（☎03−6731−2887）

　村農業委員会では、農業者年金への
加入を推進しています。農業者年金は
①国民年金第１号被保険者で、②年間
60日以上農業に従事する、③60歳未
満の人ならどなたでも加入できます。
　積み立て方式の終身年金で、80歳
までの保証が付きます。税制面の優遇
措置や農業の担い手には特別な支援が
あります。詳しくは村農業委員会（☎
35−2115）まで。

久慈地区法律相談
▶期日…12月４、11日(木)▶時間…

10:30〜15:30▶場所…久慈市役所▶問
い合わせ先…久慈市役所生活環境課

（☎ 0194−52−2111）

多重債務者相談
▶期日…11月27日(木)▶時間…９:00
〜15:00▶場所…久慈市・久慈広域消

費生活センター▶問い合わせ先…同セ

ンター（☎ 0194−54−8004）

くらしとお金の安心相談会
▶日時…12月17日(水) 10:00〜16:00
▶場所…久慈市・久慈広域消費生活セ
ンター▶問い合わせ先…同センター

（☎0194−54−8004）

エイズ・肝炎ウイルス・性器
クラミジア検査、骨髄バンク登録

▶日時…12月９日(火) ①エイズ・肝
炎・性器検査：15:00〜18:00 ②骨髄

バンク登録（要予約）：15:00〜18:00

精神保健福祉相談
▶日時…12月19日(金) 13:30〜（要予
約）

ひきこもり相談
▶日時…12月15日(月) 14:00〜15:30　
　３件とも、問い合わせ先は久慈保健
所保健課（☎ 0194−53−4987）

久慈保健所での相談

 困っていたら相談を！

　村からのお知らせなどはこのコー
ナーで行います。皆さんからの情報
もお待ちしています。総務課広報係
（☎ 35−2111）

農業用廃プラを回収します

６件とも事前に予約が必要です

定 期 無 料 相 談
労働保険適用促進強化期間

林業退職金共済制度 岩手県最低賃金が改定�

ＮＴＴで電話帳を発行

　これまで公的年金を受給する人は児
童扶養手当を受給できませんでしたが、
平成26年12月以降は、年金額が児童
扶養手当額より低い人は、その差額分
の児童扶養手当を受給できます。児童
扶養手当を受給するためには、役場住
民福祉課で申請が必要です。請求理由
で提出していただく書類が違いますの
で役場住民福祉課（☎ 35−2113）に
お問い合わせください。
　※児童扶養手当とは…離婚によるひ
とり親家庭などの生活の安定・自立促
進に寄与することで、その家庭で養育
される子どもの福祉増進のために支給
される手当です。

　75歳以上の人と一定の障害があり
申請で認定を受けた65歳以上75歳未
満の人は誕生日（認定）当日から後期高
齢者医療制度の被保険者となります。
　加入者には保険証が交付されますの
でお医者さんにかかる時は、窓口に提
示してください。万が一、無くしたり
破れたりしてしまった場合は、再交付
で き ま す の で 役 場 住 民 福 祉 課（☎
35−2113）に届け出てください。

　世界人権宣言が採択された1948年
12月10日を記念して12月４日から
10日までの１週間を「人権週間」と
定め、次のとおり特設人権相談所が開
設されます。
　地元人権擁護委員（和村淑子さん、
釜谷壽人さん、野崎貞信さん）が家族
間や近隣関係、学校や職場内などでの
悩みごと、登記、地代・家賃、クレジッ
ト・サラ金問題などに関する悩みごと
などの相談を受けますので、お気軽に
ご相談ください。相談は無料で秘密は
守られます。
▶日時…12月４日　10：00〜15：00
▶場所…役場会議室
　お問い合わせなどは役場住民福祉課

（☎ 35−2116）まで。

　東北財務局盛岡財務事務所では多重
債務相談窓口を設置し、専門相談員が
借金を抱えて悩んでいる人からの相談
に応じています。
　これまで「相談窓口を知らなかった」

「地元に知り合いがいて相談しづら
かった」などの声が寄せられています。
相談は無料で秘密は厳守されます。お
電話・窓口でのご相談をお待ちしてい
ます。
▶窓口…盛岡合同庁舎４階
▶受付…月〜金（祝日・年末年始を除
いた午前８時30分〜午後４時30分）

人権相談所を開設します�

ご存じ
ですか？

　▶ムラカミトモコ 2,000 円▶中尊寺
100 万円▶ヨシダカズコ３万円▶イトウイ
サオ 5,000 円

　※義援金、支援金は復興支援事業など
に活用されています。

これまでの合計額　64,425,135円

義援金、支援金
（10月１日〜10月31日分、敬称略）

　円
これまでの合計額　09,455,282円

ふるさと応援寄付金
（10月１日〜10月31日分、敬称略）

  ■村内の交通事故《10月》
	 人身事故　０件（１件）
	 物損事故　４件（24件）
	 ※（ ）内は１月からの累計
  ■救急車の出動回数《10月》 ６回
  ■飲酒運転検挙状況（県交通安全対策協議会調べ）
	 県内33市町村中ワースト順位…１位
　　　　　　　　（８月31日現在）

	 村内の検挙者数《８月》 ０人（２件）
	 県内の検挙者数《８月》 35人（203件）
	 ※（ ）内は１月からの累計

児童扶養手当の一部が改正

交通安全 対策情報

お誕生おめでとう（１人）
前川　煌

たい

琥
が

（ 瞬 ・華恵）� 白　井

ご結婚おめでとう（１組）
松村　拓磨� 盛岡市
熊谷真利奈� 緑　区

お悔やみ申し上げます（４人）
太田　シゲ　　太田名部� 90歳
松家　木芳　　堀　内� 88歳
野田口輝子　　旭

あさ

日
ひ

区� 85歳
嵯峨　勇一　　緑　区� 55歳

）

10月分（敬称略・順不同）

戸籍の窓

結っこフェスタのご案内
　次の日程で結っこフェスタが開催
されます。作品展示や福祉施設製品
の販売などが行われますのでお気軽
にお越しください。

と　き…12月４日  10：00〜12：30
ところ…久慈市民体育館

後期高齢医療制度について

農業者年金への加入者募集

㈲坂下電化センター  TEL 35－2138　

VHS　　ベータ　8㍉ビデオ　  DV
デジタル
ビデオテープ

二人なかよく
幼稚園の遠足

一生心に残る
名勝負…

いっしょうけんめい
がんばった運動会

思い出の
旅行…

DVD-R
ビデオテープをDVDに�　ベータ・8 ミリ・
DVCのテープからもOK�
当店通常価格1枚120分まで1,500円 (税込）

８ミリフィルムもダビングOKです��
価格応談

150錠

￥3,075
・・・・・・・・・・・・

300錠

￥5,400

中央区　電話  35−2045髙橋薬局

多重債務のお困りごとは？

●営業時間  昼 : 11：30～13：30（要予約）　夜 :18：00～23：00
●定 休 日  昼 : 日曜日・月曜日　　　　 夜 : 日曜日

普代村中央区  電話 35−2313  携帯 090−5833−1637
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お買い物は、ぜ
ひ普代ポイント
カード会加入店
のご利用をお願
いいたします。

太田サトミ様（太田名部）駒木ミホ様（黒崎）下道カツ子様（堀
内）その他２名

普代ポイントカード会   普代商工会内　☎35−2132

普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！

毎月2,000円の商品券が当たるラッキーチャンス。10月当選
者は以下５名です。

茂石総業  代表 茂石祐次  ☎35−2933 普代村
中央区まつば時計店 35－2276☎

アワビ用メガネ
喪中・年賀はがきの印刷承ります

あわせてみて�12月のこんなこと、あんなこと
30

14

28

22

2

9

23

3

17

24

31

4

11

18

25

5

19

13

27

（赤口）

（友引）

（大安）

（大安）

（友引）

（先負）

（赤口）

（先負）

（大安）

（先勝）

（友引）

（仏滅）

（大安）

（赤口）

（友引）

（大安）

（先勝）

（先勝）

（仏滅）

・健康相談（黒崎・
太田名部）

天皇誕生日

・健康相談（力持・
白井）

・お誕生教室（受付
12:00〜12:15、◯保）

・離乳食教室（受付
12:00〜12:15、◯保）

普代小学校２学期終
業式・はまゆり子ど
も園２学期終業式・
固定資産税第３期納
期限／国民健康保険
税第４期納期限

はまゆり子ども園生
活発表会

普代中学校２学期終
業式

体育施設無料開放日

○保 は保健センター
○北 は北緯40度野球場
○社 は社会体育館
○管 は管理センター
○ふ はふれあい交流
センター
○診 は医科診療所
○Ｂ は海洋センター
○は ははまゆり子ど
も園

普
代
小
児
童
作

「
ア
ー
ス
君
」

◎「流行」には、のらないで。予防が大切  インフルエンザ

軽乗用車 軽トラック ライトバン 1.5ｔトラック 10人乗りワゴン

㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132

レンタカー始めました�
お気軽にご相談ください

軽自動車は10分 100円（税別）で必要な時間だけ利用できます。

普代村13－12－8　TEL・FAX 35－2561

沢口畳店

畳工事一式、内装工事、ふすま・障子・屏風張替

　 沢口畳店

中央区   三船製菓  ☎35－2020

●●●●●　●●●●●●

愛車の車検 お気軽にご相談ください。

東北運輸局長指定
民 間 指 定 工 場

電　話 0194ー35ー2216
ＦＡＸ 0194ー35ー2158㈲ナガサワ自工

スタッドレスタイヤ
販売中!!

　冬のカーライフの準

備は、お済みですか？　

お早めのタイヤ交換

を！　またゴムの硬く

なったタイヤは危険で

す。ご相談ください。

●●●●●　●●●●●●
 民間車検だからできる

　　 格安料金！　日帰り車検！

金　　額　�1,500円／月：白黒１
マス（縦4.5㎝×横９㎝
程度、多少増減する
こともあります）

発行部数　�1,550部（村内は全戸
配布・村外約200部）

原稿締切　発行月の前月末日
そ の 他　�広告は村ホームペー

ジにも掲載されます。

　村では「広報ふだい」に
掲載する広告を皆さんから
募集しています。村内の方
で掲載を希望される方は、
総務課広聴広報係（☎35−
2111内線118）までお申し
込みください。
　なお、掲載内容については、
審査をさせていただきます。

  広告募集中！！

金　　額　�1,500円／月：白黒１
マス（縦4.5㎝×横９㎝
程度、多少増減する
こともあります）

発行部数　�1,550部（村内は全戸
配布・村外約200部）

原稿締切　発行月の前月末日
そ の 他　�広告は村ホームペー

ジにも掲載されます。

　村では「広報ふだい」に
掲載する広告を皆さんから
募集しています。村内の方
で掲載を希望される方は、
総務課広聴広報係（☎35−
2111内線118）までお申し
込みください。
　なお、掲載内容については、
審査をさせていただきます。

  広告募集中！！
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▼
今
月
号
で
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中
学
校
神
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好
会

の
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リ
カ
公
演
を
お
知
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し
ま

し
た
。
今
考
え
て
み
て
も
大
リ
ー
グ

の
球
場
内
で
舞
う
っ
て
す
ご
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
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私
事
に
な
り
ま
す

が
、
球
場
内
に
入
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せ
て
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た
だ
き

写
真
撮
影
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
日
本
で
も
な
か
な
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き
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と
で
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思
い
ま
す
。
生
徒
た
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様
、
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分
も
貴
重
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体
験
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さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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り
が
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ご
ざ
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し
た
▼
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な
み
に
自

分
も
ホ
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ム
ス
テ
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を
３
泊
４
日
し

て
、
ア
メ
リ
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と
の
文
化
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違
い
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ど
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知
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こ
と
が
出
来
ま
し
た
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ホ

ス
ト
フ
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こ
れ
か
ら
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で
き
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だ
け
長
く
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流
し
て
い
き
ま

す
▼
今
月
の
が
ん
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ま
す
で
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ナ
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サ
ワ
自
動
車
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場
さ
ん
を

取
材
し
ま
し
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自
分
も
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は
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で
い
ま
せ
ん
。
普
代

で
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が
ち
ら
つ
き
始
め
た
そ
う
で

す
の
で
、
積
も
る
前
に
タ
イ
ヤ
交
換

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
下
道
　)

		  前月比	 前年比
人　口	 2,909人	（−４）	（−40）
  （男）	 1,410人	（−１）	（−27）
  （女）	 1,499人	（−３）	（−13）
世　帯	 1,136戸	（−１）	（＋６）

人口と世帯10月末現在

普代小学習発表会と
普代中文化祭

　普代小学校（鎌田和也校長、児童 118人）の学習発表会と普代中学校（佐藤嘉宏

校長、生徒 71人）の文化祭が 10月26日、両校の体育館でそれぞれ開かれました。

普代小の学習発表会では、小・中の合唱交流が行われた後、１年生から６年生までが

劇を元気いっぱいに披露しました。午後からは普代中学校体育館で普代中学校文化祭

が開かれ、吹奏楽部による演奏や学年対抗の合唱コンクールが行われました。演劇

「Message僕たちの想い」では１年生から３年生までが熱のこもった演技を披露し

ていました。

体育館にはさまざまな作品が並びました

普代中吹奏楽部による発表

６年生による劇「自然とともに」。最上級生らしい迫真の演技を披露しました

中学校演劇発表での一場面。１年生から３年生まで熱のこもった演技を披露しました

２年生の劇「ばけばけばけばけ  たぬきどん」

１年生にとっては初の学習発表会


